
 

 
すべての人にスポーツの楽しさを 

笹川スポーツ財団（SSF）は“スポーツ・フォー・エブリワン”を推進している公益財団法人です。 

SSFは、ボートレースの交付金による日本財団の助成を受けて活動しています。 
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報道関係各位 
公益財団法人笹川スポーツ財団 

国内初！スポーツ活動の社会的価値を金銭単位で算出 

スポーツ実施は年間約 14.0～17.5 兆円の価値 

―政策評価や予算配分のエビデンスとして活用を期待― 

 「スポーツ・フォー・エブリワン」を推進する笹川スポーツ財団（東京都港区赤坂 理事長：渡邉 一

利 以下、SSF）では、中京大学スポーツ科学部スポーツマネジメント学科 准教授舟橋 弘晃氏と共同

で、スポーツ政策の評価に貢献する基礎資料の提供を目指し、ウェルビーイング評価法を用いて多様

なスポーツ活動の社会的価値を金銭単位で評価する研究を実施しました。 

 本研究は、国内で初めてスポーツ政策分野における多様なスポーツ活動の社会的価値を金銭的単位

で評価した調査研究です。 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

■研究担当者コメント 

「スポーツのチカラ」といった言葉に象徴されるように、スポーツには市場では測れない社会的な価

値があるとよく言われます。政府もそうした価値を前提に、スポーツ振興を推進しています。ただし、

スポーツを「社会にとって良いもの」と無条件に受け入れるのではなく、その意義をできるだけ客観的

かつ定量的に検証する姿勢が求められます。 

 本報告書では、国内のスポーツ政策分野で初めてウェルビーイング評価法を用い、複数のスポーツ活

動がもたらす社会的価値を貨幣評価しました。ウェルビーイング評価法は「人びとがどれだけ幸せや満

足を感じたか」という実際の経験にもとづいて、さまざまなモノやサービスの貨幣価値を測る手法です。

スポーツの多様な便益を、ウェルビーイングという包括的なものさしで評価する点に特徴があります。 

 分析の結果、スポーツ実施による社会的価値は年間約 14.0～17.5 兆円、スポーツボランティア活動

についても年間約 3.2～4.0 兆円にのぼると推計されました。社会的価値を金額で「見える化」するこ

とは、エビデンスに基づく政策立案（EBPM）を後押しするだけでなく、従来の経済波及効果分析では捉

えきれない幅広い便益を政策評価に組み込む一助となります。本手法は、プロスポーツクラブや地域ス

ポーツクラブをはじめ、さまざまなスポーツ関連団体にとっても応用可能であり、今後の活用のあり方

について広く議論が深まることを期待しています。 

【中京大学スポーツ科学部 スポーツマネジメント学科  准教授  舟橋弘晃】 
 
 

■スポーツ活動が生活満足度に与える影響 
1.スポーツ実施は、生活満足度に正の影響を与える 
・エクササイズ・トレーニングやレジャースポーツが生活満足度の向上に寄与する。 
・レジャースポーツは低頻度で実施した場合に、エクササイズ・トレーニングや競技スポーツは高頻度で 
実施した場合に、より大きく生活満足度を向上させる。 

2.スポーツ観戦では身近なスポーツ観戦が生活満足度の向上に寄与する 
・身近なスポーツ観戦は低頻度で実施した場合に、より大きく生活満足度を向上させる。 

3.スポーツボランティアは頻度に関係なく生活満足度に寄与する 
・すべてのスポーツ活動の中で最も大きな社会的価値を持つ。 

■スポーツ活動の社会的価値の金銭評価 
1.スポーツ実施の社会的価値は年間約 36～44万円／人、全国規模では約 14.0～17.5兆円と推計 

2.スポーツボランティアの社会的価値は年間約 79～98万円／人、全国規模では約 3.2～4.0 兆円と推計 

 

調査結果のポイント 

【本件に関するお問合せ先】 
笹川スポーツ財団 広報担当：清水、齊藤 

TEL：03-6229-5300 info@ssf.or.jp 
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＜ウェルビーイング評価法＞ 

本研究では、ウェルビーイング評価法を用いて、所得とスポーツ活動が生活満足度（主観的ウェルビ

ーイングの代理指標）に与える影響を 3段階で分析した（図表 1）。第 1段階では、所得が生活満足度に

与える因果効果を推定した。第 2段階では、スポーツ活動が生活満足度に与える影響を分析し、第 3段

階では、生活満足度の向上に対応する金銭的な等価価値を算出することで、スポーツ活動の社会的価値

を貨幣単位で評価した。 

図表 1. ウェルビーイング評価法の枠組み 

 

 
 
 

■スポーツ活動が生活満足度に与える影響 

1.スポーツ実施は、生活満足度に正の影響を与える 

スポーツ実施は、生活満足度に正の影響を与える結果であった。種目の実施頻度別にみると、レジャ

ースポーツ（ハイキング、釣り、ゴルフなど）は、比較的低い頻度でも生活満足度を高める効果がある

ものの、エクササイズ・トレーニングや競技スポーツは、一定の継続性が必要である。 

 

2.スポーツ観戦では身近なスポーツ観戦が生活満足度の向上に寄与する 
 スポーツ観戦は、観戦の種類によって結果が異なり、スタジアムなどでのスポーツ興行の観戦は有意

な影響を持たないものの、運動部活動の試合や地域の大会など身近なスポーツ観戦は、比較的低い頻度

でも生活満足度を高める効果がある結果であった。ただし、本調査の実施期間はプロ野球や Jリーグの

オフシーズンにあたるため、スポーツ興行の観戦が生活満足度に影響を与えないと結論づけるのは尚早

である。 

 

3.スポーツボランティアは頻度に関係なく生活満足度に寄与する 
スポーツボランティア活動は、生活満足度に正の影響を与える結果であった。また、実施頻度別に

みても、低頻度・高頻度のいずれにおいても生活満足度の向上が確認された。 

■スポーツ活動の社会的価値の金銭評価 

1.スポーツ実施の社会的価値は年間約 36～44 万円／人、全国規模では約 14.0～17.5兆円と推計 
スポーツ実施によって得られる社会的価値は年間約 36～44万円に相当すると試算された（図表 2）。

これは、世帯収入の中央値（405万円）にある人が、スポーツ実施による生活満足度の向上に対して、

主な調査結果 
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約 40万円の支払いを許容できることを意味する。また、実施活動別にみると競技スポーツを高頻度で

行った場合は約 61～77万円、レジャースポーツを低頻度で実施した場合の価値は約 47～59万円、エク

ササイズ・トレーニングを高頻度で行った場合の価値が約 44～55万円であった。 

さらに、スポーツ活動の社会的価値を全国規模で推計するため、母集団人口と各活動の実施率を乗じ

て、全国の推計値を算出した。その結果、スポーツ実施の社会価値は日本全体で約 14.0～17.5 兆円と

推定された。 

 
2.スポーツボランティアの社会的価値は年間約 79～98万円／人、全国規模では約 3.2～4.0 兆円と推計 

スポーツ活動のうち、最も高い社会的価値を持つのはスポーツボランティアであり、約 79～98万円

と推計された（図表 2）。また、実施頻度別にみると、スポーツボランティアを高頻度で実施した場合の

価値は、本調査で調査対象としたスポーツ実施、スポーツ観戦、スポーツボランティア、公営競技投票

の中で最も高く、約 103～128万円となる。 

 スポーツ実施と同様に、全国規模の推計をみると、その価値は約 3.2～4.0 兆円と推定された。スポ

ーツ実施と合わせたスポーツ活動の社会的価値は約 17.2～21.5 兆円と概算される。 

図表 2. スポーツ活動の社会的価値を金銭換算する枠組み 

 

■調査概要 
【調査名】多様なスポーツ活動の社会的価値～ウェルビーイング評価法による金銭価値の算出～ 
【調査時期】2024 年 12 月 13 日（金）～16 日（月） 
【調査方法】オンラインアンケート調査 
【調査対象】全国の 18 歳以上のアンケート調査モニター 
【有効回答】3,147 
【主な調査項目】生活満足度／エクササイズ・トレーニング実施状況／レジャースポーツ実施状況／競

技スポーツ実施状況／プロスポーツや大規模大会の直接観戦の頻度／家族・知人等が出場するスポー

ツの試合の観戦頻度／スポーツボランティア実施頻度／公営競技投票頻度／世帯年収／性別／年齢 

など 
【調査体制】 
研究代表者：舟橋 弘晃 中京大学スポーツ科学部スポーツマネジメント学科 准教授 
研究補助者：荻堂 李々花 中京大学スポーツ科学スポーツマネジメント学科 学部生 
研究担当者：吉田 智彦 笹川スポーツ財団スポーツ政策研究所 シニア政策ディレクター 

※肩書は 2025年 4月時点 


